
落橋防止システム

１.優れた耐久性
弾性ゴムで被覆された鋼棒と FRP 製のストッパー
キャップによる完全防蝕のため、耐久性の向上が
図れます。

２. 地震力の対応
鋼棒に矩形断面を採用することにより、断面力の
確保が容易となります。また、弾性ゴムによる緩
衝効果が見込まれます。

３. 施工が非常に簡単
ストッパー装置の組み立てが容易に行えるため、
優れた施工性を発揮します。

ST式防蝕ストッパー装置は、
ST式防蝕アンカー装置と同様
の機能を有する角型鋼棒タイ
プのアンカー装置です。単純
な部材で構成された簡易な構
造のため、多様な落橋防止シ
ステムに対応が可能です。
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① ストッパー本体 S45CN+CR ③ スパイラル筋 SR235
② ストッパーキャップ FRP又はSS400

固定 (mm)

型格
ストッパー ストッパーキャップ スパイラル筋

□ A B φ
□25 25 68 78 150
□ 28 28 68 78 150
□ 32 32 72 82 150
□ 36 36 76 86 150
□ 44 44 84 95 150
□ 50 50 90 100 200
□ 60 60 100 110 200
□ 65 65 105 115 200
□ 75 75 115 125 200
□ 90 90 130 140 250
□ 100 100 140 150 250
□ 120 120 160 170 300
□ 140 140 180 190 300

可動 (mm)

型格
ストッパー 移動可能量 ストッパーキャップ スパイラル筋

□ Δ L A B C φ

□25 25
25 68 128 78 -
35 68 148 78 200

□ 28 28
25 68 128 78 -
35 68 148 78 200

□ 32 32
25 72 132 82 -
35 72 152 82 250

□ 36 36
30 76 146 86 -
40 76 166 86 250

□ 44 44
35 84 165 95 -
45 84 185 95 250

□ 50 50
40 90 180 100 -
50 90 200 100 300

□ 60 60
45 100 200 110 -
55 100 220 110 300

□ 65 65 60 105 235 115 350
□ 75 75 65 115 255 125 350
□ 90 90 75 130 290 140 400
□ 100 100 80 140 310 150 400
□ 120 120 85 160 340 170 450
□ 140 140 90 180 370 190 450

可動固定

＊上部工埋込長は□×7を
基準とするが□×10にも
対応します。
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断面図

型格表

標準
仕様

2023.3.21本カタログの仕様は予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。　掲載の記事・写真・イラスト等を無断で複写したり他に転載する事をお断りします。 

〒163-0429 東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビル29階
URL ： https://www.tokyo-fabric.co.jp/
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お問い合わせ先

札 幌 盛 岡 仙 台 宇 都 宮 新 潟 東 京 名 古 屋

金 沢 京 都 大 阪 高 松 広 島 福 岡 鹿 児 島
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